
老朽化に伴うトイレ改修に向けた計画について 奈良工業高等専門学校

＜施設面の現状と課題＞

■老朽化の状況
・薄暗い
・使い勝手の悪さ
・排泄物の飛散リスク
・不衛生な負のイメージ

■整備の必要性
・学生の安心安全面への不安解消
・利便性の向上
・衛生面における不安の解消
・入学希望者及び保護者における学校イメージの低下

＜想定される整備効果＞
・学生の学習環境及びモチベーションの向上
・学外行事での入学希望者及び保護者におけるイメージ

の向上
・受験生数の増加に寄与

参考イメージ図

＜主な改修内容＞
・和式トイレを洋式

トイレへ更新

【事業名】奈良工業高等専門学校トイレ改修工事（1期）

【事業概要】
本校において、経年による建物の老朽化が進み特に設備の老朽化が
著しくトイレについては建設当初の設計理念のもと整備されたもの
が多く見受けられる。これらを解消し学生への構内における学習環
境の改善を図り、勉学に集中できる環境を整えることを目的とする。
また、国からの施設整備費がかぎられるなか、学生が多く利用し、
学校行事等でも比較的学外者が多く利用する福利棟のトイレ改修を
当面の目標とし整備を行う。
なお、福利棟以外についは、段階的に整備を進めて行く計画を立案
する。

□事業費（概算）
・1期目 福利棟 12,000千円
・2期目 一般教科棟 12,000千円
・3期目 機械工学科棟 51,600千円

矢田団地配置図事業計画

【トイレ更新】1期目
・和式トイレを洋式

トイレへ更新

【トイレ更新】2期目
・和式トイレを洋式

トイレへ更新

【トイレ更新】3期目
・和式トイレを洋式

トイレへ更新
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